
YAM AH邑毒言

YM 260SB
e-ch, 4-op. FM,SSG,- ADPCM sound generator

(OPNA)  

YM2608B (OPNA)は、Y M2203Cと互換性を持ちながら、ADPCM等の機能を追加した複
合型音源LSIです。
FM音源部では、Y M2203Cでは3音だった同時発音数を倍の6音とし、出力チンネルも2
チャンネルとしています。さらに、LFOを内蔵し振幅や周波数に愛調をかけることが可能
になりました。

新たに追加されたADPCM部では1チャンネルで音声の分析／合成が可能です。また、こ
のADPCMを利用したリズム音源部では、リアリティの高い6音のリズム音が発音可能で
す。
FM音源､SSG音源、ADPCM音源、リズム音源の4音源部によるシステム構成は、あら
ゆるサウンドコンセプトに柔軟に対応します。

<FM部>
・4オペレータ・6音同時発音。
・サイン波LFO機能内蔵。

・6音中1音は、複合正弦波合成が可能。
･L, Rの2系統の出力チャンネルを持ち、各音毎に出力チャンネルの選択が可能。
・2つのタイマーを内蔵。

<S SG部＞
･ YM2203, YM2149とソフトウエアコンパチブル。
･ 3chをミチシング後出力。

〈リズム音源部＞
・発音音色数6音(バスドラム､スネア、リムショット、ダム、シンバル､ハイハット児
・各音色毎に発音の制御、及びボリュームのコントロールが可能。
･L, Rの2系統の出力チャンネルを持ち、各音色毎に出力チャンネルの選択が可能。

<ADPCM部＞ 

･ A /D変換、D/A変換ともに1チャンネル。
・外部メモリ、及びCPUが管理するメモリーへのアクセスが可能(最大256k bytes)。
・選択可能なサンプリングレートは、2k～16kHz。

・8ビットのサンプリングデータを4ビットに圧縮。
〈その他＞
・シリコンケートNMOSプロセス。
･ 5 V 単一電源
・64ピンフ°ラスチックSDIP (YM2608B)b
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Ⅷ､川凡

■端子配置図
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■端子機能

』

ⅧⅢⅢ

2-25

NC 衞 称 I / O 機 能
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グランド
CPUインターフェイスデータパス DO (LSB)
C P Uインターフェイスデータパス D 1
C P Uインターフェイスデータパス D 2
C P Uインターフェイスデータパス D 3
C P Uインターフェイスデータパス D 4
C P Uインターフェイスデータパス D 5
C P Uインターフェイスデータパス D 6
CPUインターフェイスデータパス D7 (MSB)
汎lll l/ OポートA  (MSB)
汎川I/OポートA
汎川I/OポートA
汎川I/OポートA
汎IHI/ OポートA
汎川I/OポートA
汎用I/OポートA
汎川I/OポートA  (LSB)
汎川I/OポートB  (MSB)
汎川I/OポートB
汎川I/OポートB
汎川I/OポートB
汎川I/OポートB
汎I I I I /OポートB
汎川I/OポートB
汎川I/OポートB  (LSB)
グランド(アナログ部）
SSG部アナログ信号出ﾉ｣（ソースフォロア）
+ 5 V 化 源
DACインターフェイス CHANNEL 1ラッチ出ﾉj
DACインターフェイス CHANNEL 2ラッチ出ﾉj
DACインターフェイスシリアルデータ
グ ラ ン ド

初期化川人力
スピーカーON/O F F川スイッチ
+5V電源(アナログ部）
ADコンバータアナログ入力鳴子
ADコンバータサンフ°ルホールド川コンデンサ接続拾千
ADコンバータAD変換 坐準屯ll;人ｿJ端『・
グランド(アナログ部）
LSIテスト蝋･ y･
外部メモリのデータ出ﾉJ (1)OO)
外部メモリのアドレスll'!ﾉj (A8)
外部メモI)にROMをi山川したjﾙ合のデータjIXり込み川タイミング偏り・
外部メモリにDRAMを使川したjﾙ合のデータ取り込み111タイミング{$;リ
外部メモリインターフェース イネーブル信号



Ⅷ間川凡
1

(注)  I+:プルアップ抵抗付、OD:オープンドレイン出力端子

■C PUインターフェース

レジスタのアドレスやデータのリード、ライト等のデータバスコントロールは/CS, /WR, /RD, A1,AOの各信号によっ
て行います。

YM 260SB

2- 2 6
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外部メモリインターフェース RASアドレスラッチ信号
外部メモリインターフェース CASアドレスラッチ信号
外部メモリのアドレス出力及びデータの入力(AO, DIO )
外部メモリのアドレス出力及びデータの入出力(AI, D11, D01)
外部メモリのアドレス出力及びデータの入出力(A2, D12, D02)
外部メモリのアドレス出力及びデータの入出力(A3, D13, D03)
外部メモリのアドレス出力及びデータの入出力(A4, D14, D04)
外部メモリのアドレス出力及びデータの入出力(A5, D15, D05)
外部メモリのアドレス出力及びデータの入出力(A6, D16, D06)
外部メモリのアドレス出力及びデータの入出力(A7, D17, D07)
CPUインターフェイス 割り込み要求信号
CPUインターフェイスチップセレクト信号
CPUインターフェイスデータライト信号
CPUインターフェイスデータリード信号
CPUインターフェイスバスコントロール信号
CPUインターフェイスバスコントロール信号
+ 5 V 電 源
マスタークロック入力(8MHz )
DACインターブェイスビットクロック

/CS / R D / W R A1 AO アドレス範囲 内 容

， L H L L L
0 0H～2FH アドレスライト（SSG,FM共通部，リズム）
30H～B6H アドレスライト(FM CH1,CH2,CH3）

L H L L H
0 0 H ～ 2 F H ‘ データライト（SSG,FM共通部，リズム）
30H～B6H データライト(FM CH1,CH2,CH3）

L H L H L
OOH～10H アドレスライト(ADPCM）
30H～B6H アドレスライト(FM CH4,CH5,CH6）

L H L H H
OOH～10H データライト(ADPCM）
3 0 H ～ B 6 H データライト(FM CH4,CH5,CH6）

L L H L L × ス テ ー タ ス 0 の リ ー ド

L L H L H
00H～OFH データリード(SSG）

F F H デバイス識別コードリード
L L H H L × ス テ ー タ ス 1 の リ ー ド

L L H H H 08H，OFH ADPCM,PCMデータのリード
H ＊ ＊ ＊ ＊ × D O ～ D 7 は ハイインピーダンス



YM 260BB

レジスタの書き込みは、まずアドレス指定を行い、次にデータを送ります（必ずアドレスライト、データライ
同じアドレスを連統してアクセスする場合はデータライトを繰り返すことができます。
窪お、アドレスライト、データライト後に次の動作に移るまでには各々以下のウエイト時間が必要です。

1）アドレスライト後

2）データライト後

Ⅷ間川凡

※サイクル数は、マスタークロック｡Mのサイクル数です。

卜の順兆

2- 2 7

音源部 アドレス 待ちサイクル

F M 21H～B6H 17

S S G OOH～OFH 17

リズム 1 0 H ～ l D H 17

A D P C M O O H ～ l 0 H 17

音源部 アドレス 待 ち サ イ ク ル

F M 21H～9EH

AOH～B6H

155

47

S S G OOH～OFH 17

' ﾉズム 10H

11H～1DH

576

155

A D P C M OOH～10H 17
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■ブロックダイアグラム
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■レジスタマップ

(a)レジスタ・アドレスの割当
A1="O儲の時

OOH

O F H

1 0 H

1 F H

20H

2 F H

3 0 H

OOH

A1 ="1"の時

10H

B 6 H

(b)S S G部レジスタ

-

Ⅷ ､川凡

30H

B6H

■■

’

’

(c)リズム音源部レジスタ

2 - 2 9

S S G

R H Y T H M

FM(共通部）

F M パ ラメ ー タ

(CHl, CH2, CH3)

A D P C M

3
FMパラメ ー タ

(CH4, CH5, CH6)

A D D R M S B D6 D5 D4 D3 D2 D1 L S B 機 能
OOH トーン微調整 Channe l -A 周波数
O1H 一 毛 トーン粗調整
O2H トーン微澗整 Ghanne l -B 周波数
O3H 一一一一一一一一一一 トーン粗調整
O4H トーン微調整 Channe l -C 周波数
O5H 一 トーン粗調整
O6H ノイズ周波数 ノ イ ズ 周 波 数
O7H 1N/OUT ノ 申

/ n o I s e /tone ミキサー設定，ポート入出力設定
I O B 10A C B A C B A

O8H M Le v e l Channe l -A 音肚
O9H 一 M L e v e l Chame卜B 音鉦
O A H 一 M Le v e l Channe l -C 音趾
O B H 微調整 エ ン ベ ロ ープ 周 波 数
O C H 粗 調 整

O D H C O N A T T A L T H L D エ ン ベ ロ ープ 形 状
O E H I/O Port A I/O PDrt A データ
O F H I/O Port B I/O PCrt B データ

A D D R M S B D6 D 5 D 4 D 3 D 2 D 1 L S B 機 能
1 0 H D M 〆 R K O N Dump,Rhythm Key ON/OFF
1 1 H 一 R T L Rhythm Total Lev巳1
12H T E S T L S I の T e s t D a t a

18H
：

l D H

L R ／ I L
Output Select,
I n s t r umen t L e ve l



Ⅷ関川凡

(d)F M部レジスタ

YM260SB

｜
’

(注)アドレスの下位4ビットの“＊"は、以下のようにチャンネルと対応します。

2 - 3 0

A D D R M S B D 6 D 5 D4 D 3 D 2 D 1 L S B 機 能
2 1 H Te s t L S I テ ス ト
2 2 H 一 L F O LFOの周波数制御
24H

25H

T i m e r - A

--_--------------一---------一--1Timer-A
1 n e r - A の 上 位 8 ビッ ト デ ー タ
1 n e r - A の 下 位 2 ビッ ト デ ー タ

2 6 H T i m e r - B 1 n e r - B の データ
2 7 H M⑥de Rese t E n a b l e L o a d T i m e r - A / B のコントロール

3 C H のモードB A B A B A

2 8 H S lo t 一 C H Key ON/OFF
29H

2DH

2 E H

2 F H

3＊H

／ 両 面SCH                           IRQ ENABLE
RDYlEOSlTI-BlTI-A

_／̅1 DT                          MULTI

IRQ ENABLE 発音チャンネル数の設定
割り込みの制御
プリスケール機能によるクロック分周
数を設定します。

Detune,Multiple
4＊H 一 T L To t a l L e v e l

5＊H K S 一 一 A R Key Scale,Attack Rate
6＊H AMO N 一 D R AM ON/Decay Rate
7＊H 一 S R Susta in Ra te

8＊H S L R R Sustain Level,Release Rate
9＊H 一一＝一一一一一一一一 S S G - E G SSG Type Envelop Control
Ｈ
 
Ｈ
 
Ｈ

Ｏ
 
１
 
２

Ａ
 
Ａ
 
Ａ

F - N n m l

F-Number,BlockＨ
 
Ｈ
 
Ｈ

４
 
５
 
６

Ａ
 
Ａ
 
Ａ /／ BloCk F-Num・2

A 8 H

A 9 H

A A H
3CH＊F-Num,1

3CH-31o t F -Number /B l ockＨ
 
Ｈ
 
Ｈ

Ｃ
 
Ｄ
 
Ｅ

Ａ
 
Ａ
 
Ａ ／ 3CH＊Block 3CH＊F-Num,2

Ｈ
 
Ｈ
 
Ｈ

Ｏ
 
１
 
２

Ｂ
 
Ｂ
 
Ｂ

F B Connect Self Feed B“k,Connention

Ｈ
 
Ｈ
 
Ｈ

４
 
５
 
６

Ｂ
 
Ｂ
 
Ｂ

L R A M S ／ PMS L/R,AM,PM SenSe

slot No． 1 2 3 4

CH1,CH4 ＋ 0 ＋ 8 ＋ 4 ＋ C

CH2,CH5 ＋ 1 ＋ 9 ＋ 5 ＋ ，

CH3,CH6 ＋ 2 ＋ A ＋ 6 ＋ E
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(e)ADP C M部レジスタ

I

(f)ステータス部

Ⅷ間川ハ

2-31

A D D R M S B D 6 D 5 D 4 D 3 D 2 D1 L S B

OOH S TAR T R E C M EM

D A T A

REPEA’ S P

O F F ／／一 RFSE T

O1H L R ／／＝ S M P DA／
A D

R A M

T Y P E

R O M

O2H Start Address（L）
O3H Start Address（H）
O4H End Address（L）
O5H End AddreSs（H）
O6H P R E S C A L （ L ）

O7H P R E S C A L（ H）

O8H A D P C M - D ATA

O9H Delta-N（L）
O A H Delta-N（H）
OBH EG Co n t r o l

OCH L IM I T A d d r e s s（L）

ODH L IM I T Add r e s s（H）

OEH D A C D ATA

OFH (PCM DATA）
l 0 H IRQ

RESEr ／
Ｋ
 
Ｏ

Ｓ
 
Ｒ

Ａ
 
Ｅ

Ｍ
 
Ｚ

Ｋ
 
Ｙ

Ｓ
 
Ｄ

Ａ
 
Ｒ

Ｍ
 
Ｂ

M A S K

E O S

M A S K

T I - B

M A S K

TI - A

A D D R M S B D 6 D5 D4 D3 D2 D1 L S B Comment

× × B U S Y 一 FLA G

B

F L A G

A

StatuS O

× × B U S Y ／ PC M

B U S Y

Z E R O B R D Y E O S F L A G

B

F L A G

A

S t a t u s l



Ⅷ､縄H凡

■レジスタ機能概要
1) FM部

YM 260BB

2- 3 2

A D D R B I T 機 能
2 1 H T E S T LS IのTEST I〕ATAを入力します。通常は何も設定しません。
2 2 H L F O D2～DOでLFOの周波数の設定を、D3でON/OFFの制御をします。

2 4 H ～ 2 5 H T I M E R - A T IMER-Aのプリセット値を設定します。24Hが下位8ビット、25Hが上位2
ビットにあたります。分解能は9"s ( ' M=8MHzのとき）です。

2 6 H T I M E R - B TIME R- Bのプリセット値を設定します。分解能は144,us (. M=8MHzの
とき）です。

2 7 H M O D E

■■■

チャンネル3，6のモードを設定します。

RESET A ,B TIMER-A,BによるFLAGをリセットします。
ENABLE A ,B T IMER-A , BによるFLA Gを制御します。"0"のときFLAGはマスクされ

ます。
LOAD A,B T IMER-A , Bのスタート、ストップを制御します。LOAD=" 1"となると

TIME Rはカウントを始めます。
28H S L O T 発音させるスロットのON/OFFを制御します。

C H 発音チャンネルを決定します。
29H S C H 発音チャンネル数の股定をします。“0 "のとき3音でOPNと同じになりま

す。“1”のとき6音同時発音可能となります。
IRQ ENABLE 各割り込み信号を制御します。“1”のとき、対応するステータスフラグに同

期して1 1RQ="L"となります。
2DH～ 2 F H プリスケーラによりクロックの分周数を設定します。このアドレスには、

データビットはなく、アドレスを指定するだけで分周がセットされます。

○：アドレスを指定。
3＊H D T Detuneの設定をします。

M U L T I MultiPleの設定をします。
4＊H T L TOtal Levelの股定をします。
5＊H K S KeyScaleの設定をします。

A R Attack Rateの孜定をします。
6＊H AMO N 振幅変調のON/OFFを制御します。“1”で0Nとむります。

D R De“y Rateの設定達します。
7＊H S R Sustain Rateの設定をします。
8 *H S L Sustain Levelの設定をします。

R R Release Rateの設定をします。
9＊H S S G - E G SSGタイプのエンベロープ波形を制御します。

AOH～A2H F-Num､1 F-Numberの下位8ビットを股定します。

M S B D 6 モ ー ド 機 能
0 0 ノ ー マ ル 通常のCHと同様の発音をします。
1 0 C S M CSM音声合成モードとなり、F-NUMBERと

BLO CKは4スロット別々に設定できます。こ
のときの発音はTIME R-Aで制御します。

0 1 効果音 CSM時同様、F-NUMBERとBLOCKは別々に
設定できます。

ア ド レス 分 周 値 マ ス タ ー ク ロ ッ ク

｡ M  (max)2DH 2 EH 2 F H FM部 SSG部
○ × × 1/6 1/4 8MHz
ｲー 、
、 - J ○ × 1/3 1/2 4MHz
× × ○ 1/2 1/1 2 .67MHz
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2) SSG部

Ⅷ間州凡

3）リズム楽器部

2 - 3 3

A D D R B I T 機 能
A 4 H ～ A 6 H F - N u m , 2 F-Numberの上位3ビットを改定します。

B L O C K BLOCKによりオクターブの設定をします。、
A 8 H～ A A H 3 C H F - N u m . ’ 効果音モード時の、3チャンネル各スロットのF-Numberの下位8ビ･ソトを

設定します。

A C H ～ A E H 3CH F-Num , 2 効果音モード時の、3チャンネル各スロットのF-Numberの上位3ビットを
設定します。

3 C H B L O C K 効果音モード時の、3チャンネル各スロットのオクターブを設定します。
BOH～B2H F B セルーフフィードバックのレベルを設定します。

C〔)NNECT アルゴリズムを設定します。選択可能なアルゴリズムは8種類です。
B 4 H ～ B 6 H L R 出ﾉjチャンネルの設定をします。吟1両が設定されたチャンネルに出ﾉ｣されま

す。
A M S LFOによる振幅変調度の深さを設定します̅。
P M S LFOによる周波数愛調度の深さを設定します。

A D D R B I T 機 能

00H,O1H チャンネルAの脂 数を設定します｡O0Hが微設定、01Hが粗設定です。

02H,O3H チャンネルBの周波数を設走します。02Hが微設定、03Hが粗設定です。
チャンネルCの問波数を設定します。04Hが微設定、05Hが粗投定です。04H,O5H

O6H ノイズのl制期を設定します。
O7H I N / O U T

IOA, IOB
内蔵のI/Oポートの人lIけjを制御します。D7､D6が．1．のときI/Oポートは
出力状態になります。

/ N O I S E ノイズの出ﾉ｣チャンネルを設定します。-0壷のとき対応するチャンネルにノ
イズを11リjします。

/ To n e トー,ンジェネレータのチャンネルの0N/OFFを設定します｡-O周勿とき対応
するチャンネルに梨皆を川〃します。

O8H～OAH 各チャンネルの11リjレベルを制御します。D4のMにより出ﾉjのモードを決定
します。M＝-0”のときDO～D3で設定した1脚|筵レベルになります。M＝-l”
のとき､エンベローブジェネレータに対応して､出jjレベルが変化します。，
0～D3は、すべて“O榊のときレベルは雌大となります。

OBH～OCH エンベローフ･の繰I)返し間期を設定します。OBHで微設定、OCHで祖改定
をiiいます。

O D H 08H～OAHのMが陰1脚のときのエンベローフ波形を投定します。
O E H ～ O F H I/Oポートの人出ﾉJテ．一夕が格納されます。

A D D R B I T 機 能
l O H DM DM＝陰1鋪のとき'」ズム爵はり銃||ダンプ<消脅)されます。
l0H R K O N 各リズム肯の術進をします。
l 1 H R T L リズム部服部の総合ボI」ユームを設定します。分解能は0.75dBで、すべて̅0

のときレベルは雌小となり、-47.5dBとな')ます。

”

l 2 H

L , R

OPNAのテスト川レジスタです。jm常は1,1も設走しません。
衿リズム爵の出ノノチャンネルの設定を〃います。-1-が設進きｵLたチャンネ
ルに州ﾉJきれます。
衿リズム冴雌の川ﾉjレベルを‘没走します。分解能は0.75dBで、すべて．o・ｿ）
ときレベルは雌小となり-23.25dBとなります。

l 8 H

l 8 H I L



Ⅷ間凡Ⅲ

4) ADPCM部

YM 2 60BB

2- 3 4

A D D R B I T 機 能
OOH S T A R T ADPCMの音声分析/合成のスタートビットです。"l鰯が設定きれたときから

分析/合成がスタートします。
R E C ADPCM音両分折中、及びCPUから外部メモリに分析データを啓き込むとき

に" l "にします。
M E M D ATA ADPCMデータをアクセスするメモリを選択します。鋒O齢が設定されたとき

CPUが管理するメモリを、"1齢が股定きれたとき外部メモリをアクセスしま
す。

R E P E A T リピートの設定を行います。“1”が設定されるとリビートモードになり、設
定した区間を繰り返し合成(再生)を行います。

S P O F F このビットに“1”を設定するとSPOFF端子が"H”レベルになります。
R E S E T ADPC M音声合成時のリセット機能です。音声合成中にこのビットに"1"を

設定すると合成を停止して初期状態に戻ります。
O1H L R 出力チャンネルの設定をします。“1齢が設定されたチャンネルに出力きれま

す。
S A M P L E このビットに“1”が設定されたときからDA/AD変換がスタートします。
D A ′ A D AD/DAの指定を行います。“1脚が設定されたときDA変換が指定きれます。
R A M T Y P E DRAMのビットを指定します。"1"のとき×8 b i t、塾0"のときxl b i tでアク」

セスします。
R O M 外部メモリーの指定をします。“1”のときROM、堅0周のときDRAMです。

O2H,O3H DRAM, ROMのスタートアドレスを設定します。02Hが上位8ビット、03H
ｳ

が下位ビットです。
04H,O5H DRAM, ROMのストップアドレスを設定します。02Hが上位8ビット、03H

が下位ビットです。
06H,O7H ADPCM分析を含むAD変換時、及びDA変換時のサンプリング周波数を指定

します。
O8H ADPCM分析/合成を、CPUが筈理するメモリに対して行うとき、またはC

PUより外部メモリをアクセスするときにADPCMデータを格納する、リード・
ライトが可能なバッファレジスタです。

O9H,OAH ADPC M音声合成時のサンプリング周波数を般定します。同時に、各サンプ
リング間巻55.5kHzで線形補間するための補間係数を与えます。

OBH ADPCM音声合成の出力レベルを、256ステップでコントロールします。
OCH,ODH メモリのリミッ卜値を設定するレジスタです。メモトノアクセス時に、このア

ドレスに達すると0番地に戻ります。
O E H このレジスタにデータを書き込むことにより、DA変換が行われます。書き

込み時のデータフォーマットは、2'sコンプリメント8ビットPCMデータで
す。

OFH AD変換された表一夕が格納される読みだし専用レジスタです。データのフ
ォーマットは2'sコンプリメント8ビットPCMデータです。

l O H I R Q R E S E T "1”を書き込むとステータスのフラグはリセットされます。
M A S K Z E R O " l齢のとき、ZEROフラグをマスクします。
M A S K B R D Y u1”のとき、BRDYフラグをマスクします。
M A S K E O S "1 ”のとき、EOSフラグをマスクします。
MASK T IMER-B "1”のとき、TIMER-Bのフラグをマスクします。
M A S K T I M E R - A 坐1”のとき、TIMER-Aのフラグをマスクします。



YM 2608B

5） ス テ ー タ ス レ ジ ス タ

a ) S TATU S O

b)STATUS 1

Ⅷ間凡H凡

2- 3 5

A D D R B I T 機 能
× × B U S Y データをレジスタに啓き込んでいる間“1”になります。

F L A G B T IMER-Bにセットした時間が経過すると“1”がセットされます。
F L A G A T IMER-Aにセットした時間が経過すると“1”がセットされます。

A D D R B I T 機 能
× × H P C M B U S Y ADPCM音声合成の実行中“1”になります。

Z E R O ADPCM音声分析中、290，s以上無音状態が続くと“1”となります。
B R D Y ADPCM音声分析(合成)時、2データ(1バイト)の分析(合成)が終了すると、

"1”になります。また、外部メモリライト（リード)時、1データライト（リ
ード)が終了すると蜂1”になります。

E O S ADPCM音宙分析/合成の終了時、またはAD/DA変換時の1サンプリング周
の経過時、響1”になります。



Ⅷ､川偶

■電気的特性

1．絶対最大定格

2．推奨動作条件

3．直流特性(11:: Top=0～70℃. V(､(､=5.00t0.25 V)

YM 260BB

*1) VI=0～5V. d M.ノWD. /RD,AO. Al端｢･に通111.
*2) DO-D7､"IRQの各端「･に遡りll｡

x3) IOAO～10A7. 1OBO～IOB7, /IC, /CS, DTO, DMO～DM7の各端r･に迩川。

火4）令出ﾉJ端Tに適川。

2 - 3 6

rri  Il 0 肥 号 定 格 価 lll ik

V

V

．C

℃

芯源芯l I i
人ﾉj芯Ii旦

鮎作淵1挺

保作機度

VCC

V I

ToP

Tstg

- 0 ． 3 ～ 7 0

- 0 . 3 ～ V C c + 0 . 3

0 - 7 0

-50～125

頓 月 記 号 ． 品 ′1， 標 峨 股 火 lli lM

V

℃

芯淵芯順
鋤作淵度

ｒ
Ｄ
。

《
し
０

Ｖ
Ｔ

4．75

0

5 . 0 0

25

5．25

70

項 1 1 記 号 条 件 、
■
１
Ｊ
〃

Ｔ
Ｊ
Ｌ
ｌ
ＩＩ 標；仙 股 火 lll.位

電源電流

人ﾉJ電圧Lrくル
人 ﾉ J E I E H レ ベ ル

入ﾉJリーク電流
出 j リーク電流

ブルアソブ抵抗
出 ﾉ J 電 圧 L レ ベ ル

出力電圧Hレベル

入 ﾉ J 容最

HlIjJ容最

I〔､c

VII-

V1II

I I ‘ I

I L n

RU

VDI-

VoH

C I

Cn

V c c = 5 . 0 V

令人ﾉ j j f f ･

余人 ﾉ j 鵜『 -

＊1

＊ 2

＊ 3

1oL=2 mA, * 4
IOH=0.4 mA, * 4

10H=40 " A

余 人 ﾉ j 端 r ･

余 出 ﾉ j 鵜 『

2．0

- 1 0

- 1 0

6060

2．4

3．3

200

0．8

600

0 , 4

Vcc

10

10

耐
Ｖ
 
Ｖ
 
Ａ
 
Ａ
 
Ｑ
 
Ｖ
 
Ｖ
 
Ｖ
 
ｗ
 
疵

江
 
〃
ｋ



YM 260SB

4．交流特性（条件; Top=0～70℃,  Vcc=5.00±0.25 V,出力容量100 PF)

* 1 : CL=100 pF
＊2：サイクルはマスタークロック｡Mのサイクル数

Ⅷ間瓜Ⅲ

’

2 - 3 7

項 目 記 号 図 最 小 標 準 最 大 単 位

｡ M ク ロ ッ ク 周 波 数
デューティ

立ち上がり時間

立ち下がり時間

fc

D

tCR

t C F

図 1
40 50

8．0

60

50

50

Ｚ畑
％
 
脂
頤

AO, A1 アドレスセットアップ時間

AO, A1 アドレスホールド時間
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ａ
ｔ
 
ｔ

図2，3
10

10

Ｓ
Ｓ
ｎ
 
Ⅲ

/C S ライト幅
/WR ライトパルス幅
DO～D7 ライトデータセットアップ時間

DO-D7 ライトデータホールド時間

tCSW

t W W

tWDS

t W D H

図 2

200

200

100

20

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

ｎ
 
、
 
、
 
、

/ C S リ ー ド幅

/RD リードパルス幅
D O ～ D 7 リ ー ド デ ー タ アク セ ス 時 間

DO～D7 リードデータホールド時間

tCSR

t RW

tACC

tRDH

図 3

250

250

10

250

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

ｎ
ｎ
ｎ
、

d S 出 力 立ち上がり時間 * 1

OPO, SH1, SH2 出力立ち上がり時間 *1

t O R l

tOR2
図 4

200

300

Ｓ
 
Ｓ

ｎ
、

‘ S 出 力立ち下がり時間 ＊ 1

OPO, SH1, SH2 出力立ち下がり時間 *1
tOF1

tOF2
図 5

200

300

Ｓ
 
Ｓ

ｎ
 
、

リセットパルス幅 tICW 図11 192/fC S

項 目 記 号 図 般 小 標 準 鍛 大 単位

AO, A1 アドレスセットアップ時間
AO, A1 アドレスホールド時間

Ｓ
 
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｓ
ｔ
 
ｔ

図6，7 10

10

Ｓ
 
Ｓ

ｎ
 
、

/ C S ラ イ ト幅

/WR ライトパルス幅
DO～D7 ライトデータセットアップ時間

DO～D7 ライトデータホールド時間

tSC sW

tSWW

tSWDS

t S wDH

図6

250

250

0

20

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

ｎ
ｎ
ｎ
、

/CS リード幅

/RD リードパルス幅
DO～D7 リードデータアクセス時閥
DO～D7 リードデータホールド時間

Ｓ
Ｗ
 
嘩
 
酬

Ｒｃ
Ｒ
Ａ
Ｒ

Ｓ
 
Ｓ
 
Ｓ
Ｓ

ｔ
 
ｔ
 
ｔ
 
ｔ

図 7

400

400

10

400

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

ｎ
ｎ
ｎ
、



Ⅷ閲凡Ⅲ

*1 :DM1～DM7, DTOの各端子に適応。
*2 :DMO～DM7, /RAS, /CAS, /WE, A8, MDEN, /ROMCSの各端子に適応。

5．アナログ特性

YM 260BB

＊1：最大音量、3音同時発音、RL=470 Q

2 - 3 8

項 目 記 号 図 最 ‘ 小 標 準 最 大 単 位

AO, AI アドレスセットアップ時間
AO, A1 アドレスホールド時間

Ｓ
 
刑

Ａ
 
Ａ

Ａ
 
Ａ

ｔ
 
ｔ

図8，9 ０
０
１
１

Ｓ
Ｓ
ｎ
、

/ C S ラ イ ト幅 ｡
/WR ライトパルス幅

DO～D7 ライトデータセットアップ時間
DO～D7 ライトデータホールド時間

tACSW

tAWW

tAWDS

tAWDH

図 8

380

380

10

30

Ｓ
Ｓ
ｓ
Ｓ

ｎ
ｎ
ｎ
、

/CS リード幅
/RD リードパルス幅

DO～D7 リードデータアクセス時間
DO～D7 リードデータホールド時冊

tACSR

tARW

tAACC

tARDH

図 9

380

380

10

380

ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

ｎ
ｎ
ｎ
、

メモリデータセット時間 ＊1
メモリデータホールド時間 ＊1

tAMDS

tAMDH
図12,13

70

10

n S

n S

アウトプット立ち上がり時間 ＊2

アウトプット立ち下がり時間 ＊2

tOR3

tOF3
図10

300

300
Ｓ
Ｓ
ｎ
、

項 目 記 号 簸 小 標 準 最 大 単位
入力電圧

出力電圧振幅 ＊1

V I A

VoA

Vcc /4

0 . 8

3 Vcc/4
1．10

Ｖ
Ｖ
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■タイミング図（タイミング図の設定はVR=2.0V, VL=0.8Vを基準とする｡）

妙M 芽
ロ

ー’ノー - -

、 ／
I

仁ョ- - -

D

t CR ‘ ; C F

一

図 1 クロックタイミング

A0, A1

1/ic

C S

2 . 0 V

-
W R

＝

Ⅷ ､川凡

0．8V

DO～D7

A O

図 2 FM部，リズム部ライトタイミング

tWW

一
C S

(注)  tCSW,  tWW,  tWDS,  tWDHは、CS・WR
の何れかがHIGHレベルになる時を基準
とする。

一
R D

D O～ D 7

図 3 F M部リードタイミング

- 一
(注)  tACCは、CS, RDの何れかが遅くLOW

レベルになる時を基単とする。

tCSR，tRW，tRDHは、Cs，RD
tcsR，tRw，tRDHは、CS, RDの何れか
がHIGHレベルになる時を基鰹とする。

2 - 3 9



Ⅷ凹川ハ

dM

妙 S

’

A O

一
C S

l

j i M

W R

YM260SB

DO～D7 - 乱
､  tSWDS保一HtSWDH

I・

図6  SSG部ライトタイミング

tSWW

AO

C S

- -
(注)  tSWDSは、CS, WRの何れかが遅くLOW

レベルになる時を基準とする。

図5 出力タイミング(2)

-
R D

- -
tSCSW, tSWW, tSWDHは、CS, WRの何れ
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レベルになる時を基準とする。
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(注)  tAWDSは、CS, WRの何れかが遅くLOW

レベルになる時を基準とする。
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tAcsw，tAww，tAwDHは、CS, WRの何
れかがHIGHレベルになる時を基準とす
る。
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図9  ADPCM部リードタイミング

(注） tAAccは、CS, RDの何れかが遅くLOW
レベルになる時を基準とする。

出力

- -

tAcsR、tARw，tAR”は、CS, RDの何れ
かがHIGHレベルになる時を基準とする。

図10 出力タイミング(3)
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(注)A8はADD(L),ADD(H)のみ規程、DTOはMDのみ規程、DMOは
ADD (L) # ADD (H)及びWDを規程。

図12 外部メモリーライトサイクル
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ドサイクル、一点鎖線はROMリードサイクル。
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■パッケージ外形図
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